

































































































































の世界地図（流線図）を掲載した Segal, A. : An 
Atlas of International Migration. Hans Zell Pub, 
1993, 233p.のように，移民発生のメカニズムを個
別に述べるだけでなく，グローバルな視点から概
説する章があってもよかったかもしれない。
　ないものねだりをしたが，これは本書の価値を
損なうものではない。個々の国の記述について
は，それぞれは少ない紙面ながらも非常に充実し
た内容となっている点に感服させられる。編者も
冒頭に述べているように，一昔前に比べると，国
内外を問わず，エスニック社会についての調査は
やりやすくなってきている。また，統計が整備さ
れている国については，極端な話では，現地に行
かなくても GISで地図を作成する程度の作業は
可能となった。一方で，統計には表れない，真の
姿を見抜く力も調査には不可欠である。本書は，
現地をよく知る研究者による鋭い切り口が随所に
現れている。例えば，外国に居住するインド人の
増加とグローバリゼーションとの関連について言
及する一方で，そうした一握りの「成功者」の陰
で，現実には多くの国民が貧困にあえいでいる現
実も紹介されている。また，ドイツ統合と都市再
開発の波にさらされるベルリンのトルコ人の事例
では，トルコ人としてのアイデンティティを保持・
継承するために集住し続ける様子が端的に描き出
されている。移民社会というエスニック集団がも
つ本質を鋭く見抜く視点は，実際に現地に滞在し
た地理学者ならではの丹念なフィールドワークの
賜物である。本書は，外国のエスニック社会を理
解する上で有益であることは言うまでもないが，
着実に増加しつつある日本国内のエスニック社会
を理解する上でも，多くの示唆を与えてくれる。
本書は真の国際理解や異文化理解にとって不可欠
な一冊である。
（堤　　純）
　村山祐司・柴崎亮介編：『シリーズGIS　4　ビ
ジネス・行政のためのGIS』朝倉書店，2008 年 3
月，196p.，3,800 円（税別）。
　全 5巻で刊行されつつある『シリーズ GIS』は，
うち 3巻までが GISの実践・応用の紹介にあて
